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 1月 20日は二十四節気のひとつ「大寒」でした。例年、寒さが最も厳しくな

るころで、朝真っ白い霜が降りていたり、水たまりに氷がはったりするのもちょうどこのころ

です。風邪やインフルエンザの流行も懸念されますが、本校でも残念ながら、先日今年度初の

インフルエンザによる学年、学級閉鎖が出てしまいました。驚くのはインフルエンザ・ウイル

スの感染力とその威力。あっという間に広がり、10人単位で発症者が増加していきます。ま

ずは手洗い、うがいの励行、しっかり食べて、十分睡眠をとる、つまりかからないための予防

を確実にする。それでも、もしかかってしまったら、医師の診断を受けるとともにしっかりと

休養をとって体力の回復を目指す。それしかありません。 とは言え、2月 3日の

「節分」を過ぎればもう立春です。昼の長さも日に日に長くなり、春は着実に近づいて

きています。厳しい寒さももう少しですね。 

ところで「節分」といえば「豆まき」の風習が思い 

浮かびますが、これには季節の変わり目に生じると考 

えられていた、邪気を追い払うという意味があるそう 

です。季節の変わり目、特に一番寒さの厳しいこの時 

期に、体調を十分気をつけることの大切さを、昔の人 

々はこういった風習で伝えてきたのかもしれませんね。 

 

あいさつについて 
 朝、「おはようございます！」と、あいさつした時、元気な声が返ってくると、とっても気

持ちがいいものです。あいさつは子どもでも、大人でも、人とかかわるうえでとても大きな役

割を果たしています。「こんにちは」「おはようございます」などのあいさつは、相手とコミ

ュニケーションを取るためにとても重要なのです。  

たとえば「おはよう」を言う時、そこには自分だけではなく相手が必要になります。あいさ

つすることにより相手を認めるだけでなく、あなたを傷つけることはないよ、あなたが元気か

どうか気にかけているよ、というメッセージを伝えているのです。 

「おはようございます」だけでなく、「いってきます」「いってらっしゃい」「ただいま」

「お帰りなさい」「おやすみなさい」などのあいさつも行なえば、さらに楽しく明るい気持ち

になれるに違いありません。また、あいさつは口先だけで言葉にするのではなく、心を込めて

言えるように相手の目を見て、心をこめて、気持ちを伝えるようにしたいものです。  
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 よりよい学校づくりを目指して・・・ 

学校教育自己診断アンケート集計結果のお知らせ 

 
昨年１２月に、４～６年生の児童及び保護者の皆様に回答をお願いいたしました「よりよい学

校づくりを目指して」アンケートの集計結果が出ましたのでお知らせいたします。 

 

《考察について》 

肯定的な意見としてはＡ・Ｂの合計ポイント％を基準とし、同様に否定的な意見としては 

C・Dの合計ポイント%を判断基準にしています。 

 

 

 

【児童向けアンケートの結果から】 

 ほとんどの項目で肯定的な意見が８〜9割を占めており、全体的に見ても昨年度同様、比較的落ち着

いた中で学習活動や行事等に取り組めていることが読み取れます。昨年度のアンケート結果から課題と

してとらえていた「ぐんぐんタイムの効果に対する自己評価」が 10ポイント向上し、内容の見直し・

改善が結果として表れてきているものと思われます。また、規範意識の定着や道徳的な内容の習得、生

活習慣の改善については、今後も指導に力を入れていきたいと考えています。 

【保護者向けアンケートの結果から】 

 懸案事項であります、学校からの各種情報発信の方法の改善については、引き続きよりよい方向性を

模索、実行していきたいと思います。また、いじめのない仲間づくり、まちがった行動に対しての指導

などについては、子どもたちの心に響く指導を心掛けることの重要さを改めて認識しております。 

 あいさつなど、人とのコミュニケーションに関わる面も引き続き大切にいていきたいと思います。 

 皆様のご意見を今後の学校運営に生かしていけるよう努めてまいります。ご協力ありがとうございま

した。 

 


